
学校教育目標  地域を愛し、人を大切にする子どもの育成 
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  ７月に実施しました「前期 学校評価アンケート」の集計結果をまとめました。この集計結果をもとに本校の担

当教員が、目標値とそれに向けた手立てを立て、９月に行われた学校運営協議会において説明いたしました。学

校の現状と今後の方策についての説明を真剣に聞いておられる委員の皆様の表情からは、学校に対する期待の

大きさが感じられました。 

  以下では、アンケート結果の数値と、後期の目標値、そのための手立てを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉部小だより 前期特別号 

宇部市立吉部小学校 （令和７年１０月発行）   

〒７５７－０４０１ 宇部市大字東吉部３４２５－１  ０８３６－６８－０１０１ 

吉部小学校はコミュニティ・スクールとして、地域のみなさんと一緒に子どもの未来・吉部の未来をつくっ

ていきます。  

2025 年度（令和７年度） 吉部小学校は、開校 150 周年を迎えました。 

 

１ 学校に行くのが楽しい。 

児童 

 お子さんは楽しく学校に行っている。 

保護者 

※グラフは％表示で、以下のようになっています。 

  よくあてはまる   ややあてはまる   あまりあてはまらない   まったくあてはまらない 

 

※各項目のポイントは、「よくあてはまる」を４点、「ややあてはまる」を３点、「あまりあては

まらない」を２点、「まったくあてはまらない」を１点として合計し、平均したものです。 

２ 吉部地域や吉部小学校が好きである。 

児童 

３ 

 

５２ 10 ３８ 

２１ ５０ ２９ 

３．９ ３．９ 

学校教育目標と関連付けた掲示物を作成

することで、自分もその好きな地域・学

校の一員であることを自覚させ、一層愛

着心を高める。 

８６ １４ 

３．４ ３．６ 

 

４３ ５７ 児童 

４ 授業は楽しくわかりやすい。 

５７ ４３ 児童 

３．６ ３．８ 

授業づくりシートを活用した週１回のミ

ニ研修を継続する。 

児童が自分の学びを振り返る機会を大切

にする。 

３ 

４ 

２ 

３．２ ３．３ 

前期平均 後期目標 

週１回の情報交換会を継続し児童のわず

かな変化を見逃さないよう目を配り、早

めの対応を心がける。（職員間で情報共有

を密にする。） 
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５ 

児童 

  

保護者 

１９ ７１ 10 

７ ９３ 

２２ ７８ 

３．３ ３．６ 

友だちの意見を参考に、同じことを繰り

返して発表してもよいことを伝えること

で、全員に発表する機会を保障する。 

発表の練習をさせ、自信をもって落ち着

いて話せるようにする。また聞く態度を

指導し、発表しやすい環境を整える。 

子どもが他学年の授業を見る授業公開デ

ーを実施する。 

地域 

６ 読書がすきである。 

児童 

 お子さんに読書をするように声かけをしている。 

保護者 

５２ ４３ ５ 

２９ ６４ 

３．0 ３．3 

「おすすめの１冊」を校内掲示したり、

放送で紹介したりする。 

お互いの本を読み合って感想の交流、学

級通信での紹介等の取組を継続する。 

７ すすんで家庭学習に取り組んでいる。 

児童 

 お子さんは家庭学習に意欲的に取り組んでる。 

保護者 

１０ ４７ ４３ 

５０ ３６ 

2．9 ３．2 

「家庭学習の手引き」を見直し、家庭学

習の習慣化を支援する。「家庭学習のコ

ツ」や「おすすめの時間割」などを紹介

するとともに、保護者にも協力をお願い

し、家庭での声かけを促す。 
８ 自分から気持ちのよいあいさつをしている。

児童 

  
保護者 

地域 ３３ ６７ 

３６ ６４ 

１０ ３８ ５２ 3．5 ３．8 

今まで通り、相手の名前を言ってからあ

いさつすることを奨励する。 

目が合って会釈する際に一度立ち止まる

礼儀正しさについて伝え、奨励する。 

９  

児童 

  

地域 

１４ ８６ 

２２ ７８ 

10 

 

児童 １４ ８６ 

3．8 ３．9 

子どもが参加しやすい季節の行事をこれ

からも積極的に取り入れ、感想を共有す

る場を設ける。 

（例）蛍まつりで、子どもたちが売り子

になるような場面を設けることで、参画

意識をもって積極的に参加できるように

する。 

5 

6 

7 

8 

9 

3．8 ３．9 

１５０周年にかかわり多くの人が尽力し

てくださっていることを意識させること

で、なりたい自分を想像させる。 

10 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者 

11  

児童 

  

保護者 

４７ ４８ 

２２ ７８ 

５ 

3．8 ３．9 

友達に言われて嬉しかった言葉や

行動を紹介することで、児童の人を

思いやる意識をいっそう高める。 

12  

児童 

 

保護者 

２４ ５７ 

４３ ５７ 

3．5 ３．6 

肯定率が低い少数の児童に対して、自身

のよさを自覚できるよう全教職員で積極

的に声かけする。 

１９ 

13 早寝・早起き・朝ごはん、歯みがきなど、 
生活リズムに気をつけて生活している。 

児童 ５２ ３３ 

７ 

10 

７９ １４ 

3．1 ３．5 

学級担任による毎週の衛生検査（朝ご

はん、歯みがき）、養護教諭による保健

指導、保健だよりや校内モニターによ

る啓発で、児童の健康への意識を高め

る。 

11 

12 

13 

14 メディアの使い方について、家庭のルール 

や学校でのきまりを守っている。 

 
児童 ３３ ３３ １４ ２０ 

  お子さんにメディアの使い方についての家庭の 

ルールや学校でのきまりを守るように話している。 

保護者 ２９ ４２ ２９ 

２．９ ３．３ 

保健指導、保健だよりや学校モニター

での繰り返しでの啓発、メディアコン

トロール週間の設定（年５回）とアウ

トメディアチャレンジカードへの取

組を継続することで、メディアとの自

律的な付き合い方を考えるきっかけ

をつくる。 

14 

15 外遊びやスポーツなどを進んでしている。 

 
児童 ５２ ２９ １９ 

  お子さんに外遊びやスポーツをするように 

声をかけている。 

保護者 １４ ７１ ７ 

3．1 ３．5 

体育保健委員会で行っている全員遊

びを、定期的に継続していく。 

激しい運動だけでなく、軽く汗をかく

くらいの運動を重視することで、生涯

通じて体を動かすことを好む習慣を

身に付けさせる。 

1５ 

16 学校は、学校だよりやホームページなどで 

情報発信に努めている。 

 地域 ８９ １１ 

3．９ ４．０ 

これまで通り、学校の活動や児童の声

を積極的に情報発信していく。 

16 


